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事業所名 株式会社　九州事業センター 

代表者氏名 代表取締役　久保　尊善

所在地 【本社】　 福岡県福岡市南区平和1丁目31番35号

【糸島支店】 福岡県糸島市波多江駅北2-13-18

事業所名 株式会社　日新マリン

代表者氏名 代表取締役　清水　崇慶

所在地 【本社】　 福岡県福岡市南区平和1丁目31番35号

環境管理責任者　　 宮崎　 貢 （株式会社　九州事業センター）

清水　崇慶 （株式会社　日新マリン）

担当者 山口　裕二

連絡先 Tel ０９２－５２１－２６６４　　Fax ０９２－５２１－２６６６　　　　　　

Ｅ-mail : kjs-10@tune.ocn.ne.jp

URL : http://www.kj-c.jp

区　分 単位 令和４年度

売上高 百万円 868

従業員 人 47

事業年度

　　 　　９月　～　翌年８月

株式会社 九州事業センター　 昭和４０年６月

　　 株式会社 日新マリン 昭和６３年９月

株式会社 九州事業センター　 ２，０００万円

株式会社 日新マリン １，０００万円

　　１．組織の概要

事業所名・代表者名および所在地

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

事業の内容

一般・産業廃棄物収集運搬業、ビルピット清掃業、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　排水処理施設保守点検・清掃業、　環境調査業、下水道管路施設管理業

事業の規模

令和２年度 令和３年度

837

49 47

１／1２

680

設立年月日

資本金



　　　EA２１実施体制

統括代表者 久保 尊善

環境管理責任者

宮崎 貢 (㈱ 九州事業センター）
清水 崇慶 （㈱ 日新マリン） 統括事務局

山口裕二
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部門別会議 部門長

事務・経理部門
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①一般廃棄物【(株)九州事業センター】

許可番号

②産業廃棄物【(株)九州事業センター】 産業廃棄物収集運搬業優良基準適合

平成29年 4月25日
令和　6年 4月24日

令和　4年 8月18日
令和１１年 8月17日

平成29年 4月25日
令和　6年 4月24日

平成29年 8月31日
令和　6年 8月30日

平成29年 1月23日
令和　6年 1月22日

③産業廃棄物【(株)日新マリン】

無
令和　4年 4月 22日　
令和　9年 4月 21日

令和　4年4月1日から　 
令和　6年3月31日まで

第5号 収集及び運搬(浄化槽汚泥)

動植物性残さ、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ(これらのうち石綿含有産業廃棄物であるもの及び特別管理産
業廃棄物であるものを除く。)

長崎県

許可番号

佐賀県
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき
類、動物のふん尿及びばいじん並びに廃プラステック類、金属くず及びガラスくず・コンクリートくず・陶磁器く
ず(自動車等破砕物を除く。)以上17種類(石綿含有産業廃棄物を含む。)

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ(これらのうち石綿含有産業廃棄物であるもの及び特別管理産
業廃棄物であるものを除く。)以上５種類(積替え・保管行為を含まない。)

04305007489

7700084488

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等(以上3品目については、自動車等破砕物を除く。)燃え殻、汚泥、
廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、動物のふん
尿、ばいじん、(廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ガラスくず等、がれき類については、石綿含有
産業廃棄物を含む。)　以上17品目

福岡県

ディスポーザーシステムからの排水汚泥

積替
保管

糸島市

第112号

無 04103007489

無

無 04200007489

福岡県

許　可　項　目

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等(以上3品目については、自動車等破砕物を除く。)燃え殻、汚泥、
廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、動物のふん
尿、ばいじん、(廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ガラスくず等、がれき類については、石綿含有
産業廃棄物を含む。)　以上17品目

　　〇許可内容:一般・産業廃棄物収集運搬業

許可の年月日及び
有効年月日

許可期限

し尿浄化槽汚泥、ビルピット汚泥
（但し、し尿を含むものに限る。）

熊本県

大分県 04407007489

04000007489

許　可　項　目

福岡市
令和　4年4月1日から　 
令和　6年3月31日まで

汚泥(有機汚泥、無機汚泥)、廃油、動植物性残さ(以上3種類。ただし、石綿含有産業廃棄物であるものを含
まず、)上記以外の非安定型産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。

無

無
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　　運搬車両の種類と台数　【㈱　九州事業センター】

種　　類 積載量 台数 積載量 台数

2ｔ 1台 2ｔ 1台

3ｔ 1台 3ｔ 1台

4ｔ 2台 4ｔ 3台

10ｔ 2台 10ｔ 2台

2ｔ 1台 3ｔ 1台

3ｔ 1台 2ｔ 2台

4ｔ 2台 3ｔ １台

10ｔ 2台 4缶

２ｔ 2台 ４ｔ １台

４ｔ 3台 10t 1台

軽貨物車 0.35t ４台 0.45t 1台

小型移動式クレーン車 ２．５ｔ １台

　　廃棄物の受託量　【㈱　九州事業センター】

年度 単位

令和　２年 ｍ３

令和　３年 ｍ３

令和　４年 ｍ３

①電子マニフェスト加入者番号　2007643　　（収集運搬業者）　

②産廃情報ネット 産業廃棄物処理業の優良性の判断に係る情報開示 に　登録済

　　　　　　　　　　産業廃棄物収集運搬業優良基準適合（福岡県・佐賀県・長崎県・大分県・熊本県）

http://www2.sanpainet.or.jp/zyohou

　　

　　廃棄物の受託量　【㈱　日新マリン】

1,8435,367

パッカー車

4,957

一般廃棄物（汚泥） 産業廃棄物（汚泥）

キャブオーバー

フタ付ステンレンスドラム缶

強力吸引車

3,035

糸島市清掃車

高圧洗浄車

ライトバン

産業廃棄物運搬車両一般廃棄物運搬車両

福岡市清掃車

種　　類

清掃車

4,649 1,821

　　その他

　　業者番号　007489

廃棄物の収集運搬は受託しておりません
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1 1級土木施工管理技士 5 名

1 2級土木施工管理技士 4 名

1 下水道管理技術認定（管路施設） 6 名
1 オールライナー協会技術管理者 5 名

1 技能講習（小型移動式クレーン） 7 名

玉掛技能講習 5 名
1 測量士補 1 名

1 技能講習（車輌系建機） 4 名

2 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業） 9 名

2 休廃止鉱山抗排水処理作業監督者 1 名

2 排水管清掃作業監督者 3 名

2 建築物排水管清掃作業従事者 3 名

2 貯水槽清掃作業監督者 3 名

2 貯水槽清掃作業従事者 6 名

2 第2種酸素欠乏危険作業主任 36 名
3 し尿処理施設技術管理者 1 名

3 水質関係第2種公害防止管理者 2 名

3 第３種下水道技術検定 1 名
3 浄化槽設備士 2 名

3 浄化槽管理士 18 名
3 小型合併処理浄化槽の保守点検（講習終了） 3 名

3 農業集落排水施設維持管理技術（講習終了） 1 名 　

4 産業廃棄物中間処理施設技術管理者 1 名

4 産業廃棄物焼却施設技術管理者 1 名

4 産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会 3 名
5 第2種電気工事士 4 名

1級管工事施工管理技士 1 名

2級管工事施工管理技士 3 名

5 2級建築施工管理技士（躯体） 1 名

5 危険物取扱者（乙種4類） 2 名

5 技能検定整備士（三級） 1 名

建設業経理士検定　1級 1 名

安全衛生特別教育 10 名

産業洗浄高圧洗浄作業監督者教育 8 名

技能講習（フォークリフト） 1 名
技能講習（不整地運搬車運転） 1 名
技能講習（アーク溶接） 1 名
技能講習（ガス溶接） 2 名

職長教育 6 名

統括安全衛生責任者 1 名

技能講習（高所作業車） 4 名

　　資格取得一覧　　　　　　　　　　　　　　　令和５年９月現在
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２．認証・登録の対象範囲

　　対象事業所

・本社

・糸島支店

・株式会社　日新マリン

　　事業活動

　　　　　　一般・産業廃棄物収集運搬業、ビルピット清掃業、排水処理施設保守点検・清掃業、

              環境調査業、下水道管路施設管理業

　　

全
組
織
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３．環境経営方針

株式会社 九州事業センターは、事業活動のあらゆる面で地球環境に影
響を与えていることを配慮し、快適な都市環境づくり、環境保全活動へ積
極的に取り組む事により社会に貢献し、また環境経営の継続的改善を実施
する。

1．二酸化炭素排出量・廃棄物排出量・水使用量の削減の為の環境経営
　 　システムを構築し、環境目標の設定・見直しを効果的に行います。

2. 地域社会のボランティア活動等に積極的に参加します。

３ 環境保全活動に必要な教育を行い、全社員の環境管理意識を高めま
す。

４. 環境関連法令、その他要求事項を遵守します。

5. 環境経営レポートを作成し、環境取組の状況を公表・活用します。

制定日　　　平成 １８ 年　 ９ 月 　１ 日

改訂日　　　令和　 ３ 年　 ９ 月 　１ 日

　　   株式会社　九州事業センター
　   　代表取締役社長　久保　尊善

環　 境　 経　営　方 　針

7/1２



４．環境経営目標

当社では、現在の事業活動を踏まえて策定した環境経営方針に基づき、以下の５つの環境経営目標を設定しました。

0

基準年度 単年度目標 

H24年度 R４年度 R５年度 R6年度 R７年度

（24年9月～25年8月） （R４年9月～R５年8月） （R５年9月～R６年8月） （R６年9月～R７年8月） （R７年9月～R８年8月）

二酸化炭素排出量の削減 ＣＯ2 kg-CO2 264,533 239,237 236,845 234,477 232,132

（Ｃｏ２前年度目標値から１％減 電気使用量 ｋＷｈ 39,138 33,000 32,833 32,505 32,180
　少数点以下四捨五入) 軽油  ℓ 64,356 60,050 59,747 59,150 58,559

ガソリン(事業センター）  ℓ 21,122 18,400 18,328 18,145 17,864

ガソリン(日新マリン）  ℓ 13,252 11,050 11,075 10,964 10,854

一般廃棄物
kg 223以下 200以下 198以下 196以下 19４以下

(可燃ごみ）

㎥ 605.46以下 547以下 542以下 537以下 532以下

　　　　○当社の使用している化学物質は、ＰＲＴＲ制度対象物質でないため、目標から除外しました。

12回／年4 環境コミュニケーション及び社会貢献 回

5 ドライブレコーダーによるエコドライブ達成率
％

９０％以上 ９０％以上 ９０％以上 ９０％以上９０％以上

　

12回／年

環境経営目標

1

2

(前年度目標値から１％減・少数点以下四捨五入)

廃棄物排出量の削減

3 水使用量の削減

12回／年12回／年

中長期目標　

単位

使用量の削減

(前年度目標値から１％減・少数点以下四捨五入)

12回／年

8/1２



環境経営目標に対する実績と評価は以下のとおりです。

削減・増加

達成率(%)

二酸化炭素排出量の削減 ＣＯ2 kg-ＣＯ2 239,237以下 242,571 99 △

（co2前年度目標値から１％
減小数点以下四捨五入）

電気使用量 kＷｈ 33,000以下 25,289 130 ○

軽油 　　ℓ 60,050以下 62,350 96 △
ガソリン（事業セン

ター）
　　ℓ 18,400以下 18,405 100 ○

ガソリン(日新マリン） 　　ℓ 10,940以下 11,603 94 △

一般廃棄物 200以下 142.0 141 ○

(可燃ごみ）

547以下 564 97 △

　備　考

二酸化炭素排出量の割合　　令和４年度

項目 割合 排出係数

電気 25289 kWh 12.1 t 5.0% 0.479

ガソリン（九州事業センター） 18405 L 42.7 t 17.6% 2.32

ガソリン（日新マリン） 11603 L 26.9 t 11.1% 2.32

軽油 62350 L 160.9 t 66.3% 2.58

合計 242.6 t 100.0%

317

㎥水使用量の削減

2

環境コミュニケーション及び社会貢献

９０

4 12

604.56以下

使用量の削減

基準年度

H24年度

264,533

5

評価

○

○

廃棄物排出量の削減
（前年度目標値から1％減・少数点以下四捨五入））

（前年度目標値から1％減・少数点以下四捨五入））

環境目標の実績 単位

1

目　標 

108

回
※１

12

実　　績

3

38

kg

※１　　地域ボランティア活動参加回数

年間消費量 ＣＯ２〔t〕

-

５.   環境経営目標の実績と評価

９０ドライブレコーダーによるエコドライブ達成率
％

９７

39,138

64,356

21,122

13,252

223以下

　○二酸化炭素排出量算定に用いた購入電力の排出係数は、０．４７９ｋｇ－ＣＯ2／ｋＷｈ（九州電力㈱

　　 令和2年度調整後排出係数）を用いた。

９/1２

電気, 12.1, 5%
ガソリン（九州

事業センター）, 
42.7, 18%

ガソリン（日新

マリン）, 26.9, 
11%

軽油, 160.9, 
66%

二酸化炭素排出量の割合 令和４年度

電気 ガソリン（九州事業センター） ガソリン（日新マリン） 軽油



実施
状況

評価及び次年度の取組内容

1
空調の適温化（夏・２８℃　冬・２０℃）を徹底す
る ○

2
不要電力消費抑制（不要な場合はコンセント
から抜く) ○

1
エコドライブ等運転方法の配慮(急発
進・急加速・空ぶかしの排除、駐停車
中のｴﾝｼﾞﾝ停止等）

○

2
排気ｶﾞｽや騒音ﾚﾍﾞﾙを抑えるため適
正な車輌整備

○

一般廃棄物の削減 ○
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

産業廃棄物の削減 ○
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

2 分別を徹底する

2
ガソリン・軽油使用量の削

減
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

2.廃棄物排出量の削減

1 古紙・新聞紙はリサイクルする

６．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容とその評価及び次年度の環境経営計画

環境経営活動計画

１.二酸化炭素排出量の削減

1 電気使用量の削減
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

冷房２８℃・暖房２０℃ ドライブレコーダー（カメ ドライブレコーダー

コピー機（使用後の注意） コピー機（使用後の注意） コピー用紙再利用

ゴミ箱（ペットボトル等分別） ゴミ箱（ペットボトル等分別） リサイクルボックス

リサイクルボックス
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水使用量の削減 ○
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

ボランティア活動 ○
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

　　5．ドライブレコーダーによるエコドライブ達成率

エコ運転 ○
年間を通して実施された次年度
も今年の活動計画を継続する。

1  環境ボランティア活動地域清掃の実施

1 エコドライブの実施

3．水使用量の削減

1 節水活動の実施

4.環境コミュ二ケーション及び社会貢献

１１/１２

節水

地域清掃活動

ドライブレコーダー（カメ ドライブレコーダー



  　　

適用される法規等 適用される事項（施設・活動）

廃棄物処理法 一般及び産業廃棄物収集運搬事業

浄化槽法 浄化槽の清掃及び保守点検事業

労働安全衛生法 酸素欠乏症防止規制

下水道法 下水道管更生事業

建設リサイクル法 建設資材廃棄物等の分別解体再資源化活動

フロン排出抑制法 事務所設置の業務用エアコン簡易点検

・次年度の環境経営目標

　　　有りますが、運搬作業の効率化や個人個人が初心に戻りエコ活動

　　　にさらに、取り組んで行く様にと思います。

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　１２／１２

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、
　　訴訟等の有無

当社の事業活動に適用される環境関連法規等は次のとおりです。

令和５年９月２９日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませ
んでした。なお、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

８．代表者による全体評価と見直し・指示及び次年度の環境経営目標     

環境経営目標の二酸化炭素排出量削減が、うまくいって無い様です。

　　　次年度に向けて、ガソリン・軽油使用等、仕事量に左右される物も

全体的に、日々の社員の生活を見ている限りは、皆エコに気を配っているようですが、

もう一歩踏み込んだ節制が必要に思えます。


